
（鹿児島県）

「
従
来
＆
次
世
代
」エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融
合

子
育
て
し
や
す
い
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

合
併
か
ら
大
き
く
進
展 

劇
的
に
変
化
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

鹿
児
島
県
下
で
最
大
の
市
域（
約
６
８
３
㎢
）を
有

す
る
薩
摩
川
内
市
は
、
平
成
16
年
10
月
、
旧
川
内
市
・

樋
脇
町
・
入
来
町
・
東
郷
町
・
祁け
ど
う
い
ん
ち
ょ
う

答
院
町
・
里さ

と
む
ら村

・

上か
み
こ
し
き
む
ら

甑
村
・
下し

も
こ
し
き
そ
ん

甑
村
・
鹿か

し
ま
む
ら

島
村
（
※
旧
川
内
市
以
外
は

旧
薩
摩
郡
）
の
１
市
４
町
４
村
の
合
併
に
よ
り
、
誕

生
し
た
。

　

人
口
は
県
内
４
位
の
約
９
万
５
０
０
０
人
（
平
成

29
年
８
月
現
在
）。
合
併
時
の
10
万
３
０
０
０
人
強

か
ら
は
約
８
０
０
０
人
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、

薩
摩
川
内
市
は
県
都
・
鹿
児
島
市（
60
万
人
弱
）を
は

じ
め
、
姶あ
い
ら良
市（
約
７
万
６
０
０
０
人
）な
ど
、
県
内

人
口
集
積
地
と
市
域
を
接
し
て
い
る
。
ま
た
九
州
新

幹
線
始
発
駅
・
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
は
新
幹
線
で
最

短
11
分
の
至
近
距
離
だ
。
鹿
児
島
県
の
中
枢
ラ
イ
ン

に
お
い
て
、
ま
さ
に「
要
」的
な
位
置
付
け
に
あ
る
と

い
え
る
。

　

さ
ら
に
国
際
貿
易
港
・
川
内
港
を
通
じ
、
韓
国
・

釜
山
航
路
（
週
２
便
）、
台
湾
航
路
（
基
隆
・
高
雄
、

週
１
便
）、
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路（
神
戸
経
由
、
豪

州
・
欧
州
便
な
ど
週
１
便
）
な
ど
、
世
界
へ
の
扉
が

直
接
的
に
開
か
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
空
港
か
ら
も
車

で
70
分
前
後
と
近
い
。

　

そ
う
し
た
立
地
環
境
の
優
位
性
な
ど
か
ら
、
薩
摩

川
内
市
は
企
業
立
地
の
面
か
ら
も
「
南
九
州
の
拠
点

都
市
」
と
し
て
の
評
価
が
近
年
、
急
速
に
高
ま
り
つ

つ
あ
る
。
特
に
川
内
港
沿
岸
、
川
内
港
に
注
ぐ
川
内

川
・
河
口
部
付
近
の
沿
岸
、
新
幹
線
お
よ
び
国
道
３

号
沿
い
な
ど
の
地
域
を
中
心
に
、
市
内
３
カ
所
の
工

業
団
地
と
併
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
電
子
部
品
、

金
属
加
工
、
食
品
な
ど
、
各
種
の
製
造
業
が
バ
ラ
ン

ス
良
く
立
地
し
て
い
る
。

　

中
で
も
近
年
、
非
常
に
目
立
つ
の
が
、
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
事
業
環
境
の
向
上
と
集
積
化
へ
の

動
き
だ
。

　

薩
摩
川
内
市
で
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
九
州
電
力

に
よ
る
火
力
発
電
所（
50
万
kW
×
2
）お
よ
び
内
燃
力

発
電
所
、
現
在
全
国

で
最
初
に
再
稼
働
を
果

た
し
た
川
内
原
子
力
発
電

所（
89
万
kW
×
2
）の
存
在
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー（
電

力
供
給
）
産
業
の
経
験
を
生
か
す
形
で
、
薩
摩
川

内
市
で
は
持
続
可
能
な
次
世
代
（
自
然
）
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
へ
の
取
り
組
み
も
、
非
常
に
活
発
化
し

つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
へ
の
精
力
的
な

市 政 ル ポ 薩
さ つ ま せ ん だ い

摩川内市

岩
いわきり

切秀
ひで お

雄
薩摩川内市長
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取
り
組
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、
合

併
か
ら
14
年
目
を
迎
え
た
薩
摩
川
内
市
に
は
そ
の

間
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。

　
「
ま
ず
何
と
い
っ
て
も
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業

に
よ
り
、
大
阪
・
名
古
屋
・
東
京
方
面
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
新
幹
線
網
と
直
接
的
、

間
接
的
に
結
ば
れ
た
の
は
、
歴
史
的
な
出
来
事
と
い

え
ま
す
。
ま
た
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
整
備
が

随
時
、
促
進
さ
れ
て
い
っ
た
ほ
か
、
合
併
以
来
の
悲

願
と
も
い
え
る
甑
島
と
川
内
港
を
結
ぶ
高
速
船
『
甑

島
』
の
就
航
が
実
現
す
る
な
ど
、
本
市
を
め
ぐ
る
ま

ち
づ
く
り
の
環
境
は
大
き
く
進
展
、
劇
的
に
変
化
し

て
き
ま
し
た
」

　

旧
川
内
市
の
職
員
と
し
て
40
年
近
い
キ
ャ
リ
ア
を

持
ち
、
川
内
市
助
役
か
ら
薩
摩
川
内
市
助
役
・
副
市

長
を
経
て
、
平
成
20
年
11
月
に
市
長
に
就
任
。
現
在

３
期
目
を
迎
え
た
岩
切
秀
雄
市
長
は
、
ト
ー
タ
ル
50

年
以
上
に
わ
た
り
、
薩
摩
川
内
市
エ
リ
ア
の
変
化
を

中
枢
部
で
体
感
し
つ
つ
、
推
進
役
を
担
っ
て
き
た
。

薩摩川内市が最高に盛り上がる「川内大綱引」（大綱は直径40㎝、長さ365ｍ。毎年9月秋分の日の前夜に開催）

川内港〜甑島を結ぶ高速船「甑島」とモダンなデザインの“川内港ターミナル”

室内装飾に木板を採用して評判の九州新幹線800系
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そ
の
間
に
は
昭
和

59
年
お
よ
び
60
年

の
川
内
原
発
の
運
転

開
始
（
１
号
機
・
２

号
機
）、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
稼
働

停
止
（
平
成
23
年
）、

全
国
初
の
再
稼
働

（
１
号
機
・
平
成
27

年
９
月
、
２
号
機
・

同
11
月
）
と
い
う
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
史

上
に
お
け
る
屈
指
の

ト
ピ
ッ
ク
の
渦
に
も

直
面
し
な
が
ら
、
粘
り
強
い
牽
引
力
で
、
地
域
運
営

を
遂
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
「
薩
摩
川
内
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
い
う
と
、

川
内
原
発
関
連
の
イ
メ
ー
ジ
が
や
は
り
先
行
し
が
ち

で
す
。
し
か
し
実
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
前

か
ら
本
市
で
は
、
火
力
発
電
所
・
原
子
力
発
電
所
を

中
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
が
立
地
し
て
き
た
経
験
を

土
台
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
『
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
』
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
震
災
後
に
は
国
の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
３
月
に
『
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
・
行
動
計
画
』
を
策
定
す
る
な
ど
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
本
格

化
し
つ
つ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
」（
岩
切
市
長
）

　

薩
摩
川
内
市
に
よ
る
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
実
際
、
非
常
に
多
角
的
、
か

つ
多
彩
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

薩
摩
川
内
流
・ 

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

　

そ
の
端
的
な
事
例
と
し
て
、
ま
ず
川
内
駅
東
口
に

程
近
い「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」を
訪
問
し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
の
設
置
し
た
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
は
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
家
庭
用
燃
料
電
池
、
蓄
電

池
、
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
備
え

た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
だ
。
国
も
推
奨
す
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（
ホ
ー
ム
・
エ
ナ
ジ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー（
電
力
）の
見
え

る
化
」
と
と
も
に
、
家
電
や
電
気
設
備
な
ど
を
最
適

な
形
で
制
御
す
る
様
子
を
、
具
体
的
な
設
備
を
使

い
、「
創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
・
省
エ
ネ
」の
観
点
で
市
民

に
体
験（
体
感
）し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

る
。
平
成
26
年
10
月
の
設
置
以
来
、
こ
れ
ま
で
に

１
万
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

な
お
こ
の
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
も
随
時
開
催
さ
れ
て
お
り
、
市
民
参
加
に
よ

る
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
前
提
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
交
流
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
薩
摩
川
内
市
に
お
け
る
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
事
業
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
形
で
多

彩
に
展
開
さ
れ
て
い
る（
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
課『
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
』よ
り
）。

【
見
守
り
支
援
サ
ー
ビ
ス
実
証
事
業（
平
成
26
・
27
年

度
、
高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
）
／
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ

ス
管
理
事
業（
前
出
、
平
成
26
年
〜
継
続
中
）／
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ア
の
実
施（
随
時
）／
Ｆ
Ｍ
さ
つ

ま
せ
ん
だ
い
の
番
組
を
活
用
し
た
普
及
啓
発
事
業

（
週
１
回
継
続
中
）／
市
民
へ
の
普
及
啓
発
に
向
け
た

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
発
行（
配
布
、

“スマートハウス”と市内各所に設置された“EVチャージポイント”

市内各所でみられる「メガソーラー発電所」
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出
前
講
座
で
の
活
用
な
ど
）
／
地
球
に
や
さ
し
い
環

境
整
備
事
業（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
導
入
な
ど
の
補
助
事
業
）／

公
用
車
Ｅ
Ｖ
導
入
事
業（
平
成
26
年
、
計
10
台
）／
川

内
駅
・
低
炭
素
化
実
証
事
業（
平
成
28
年
）／「
竹
バ

イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」推
進
事
業（
平
成
28
年
に

協
議
会
設
立
、
竹
の
高
機
能
活
用
な
ど
）
／
甑
島
Ｅ

Ｖ
レ
ン
タ
カ
ー
導
入
実
証
事
業
／
超
小
型
モ
ビ
リ

テ
ィ
導
入
実
証
事
業
（
地
域
で
の
活
用
、
観
光
活
用

等
）そ
の
ほ
か
、
多
数
】

　

す
べ
て
を
挙
げ
て
い
け
ば
、
そ
れ
だ
け
で
紙
数
が

尽
き
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
こ
こ
で
は
川
内
港
と
高

速
船
で
結
ば
れ
て
い
る
有
人
離
島
・
甑
島
に
お
け
る
、

注
目
す
べ
き
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
事
業
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
。

　

そ
の
事
業
と
は
薩
摩
川
内
市
が
住
友
商
事
、
日
産

自
動
車
と
の
連
携
で
今
年
４
月
、
上
甑
島
に
Ｅ
Ｖ

（
日
産
ｅ
─Ｎ
Ｖ
２
０
０
）
を
40
台
導
入
し
、
始
動
し

た「
み
ら
い
の
島
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
。
薩
摩
川

内
市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
、
ま
ず
住
友
商
事
と
共

同
で
上
甑
島
へ
、
Ｅ
Ｖ
導
入
の
布
石
と
し
て
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム
と
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
。

こ
の
蓄
電
池
は
日
産
の
電
気
自
動
車
・
リ
ー
フ
用
36

台
分
の
リ
ユ
ー
ス
蓄
電
池
だ
っ
た
。
今
春
に
導
入
さ

れ
た
Ｅ
Ｖ
も
、
こ
の
日
産
リ
ー
フ
と
同
タ
イ
プ
の
蓄

電
池
を
搭
載
し
て
お
り
、
既
に
あ
る
リ
ユ
ー
ス
蓄
電

池
と
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
く
。

　
「
同
時
に
今
回
の
Ｅ
Ｖ
導
入
で
、
甑
島
を
走
る
Ｅ

Ｖ
に
搭
載
さ
れ
た
電
池
は
、
島
内
限
定
の
定
置
型
蓄

電
池
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
持
続
的
に
可
能
に

な
る
」（
岩
切
市
長
）わ
け
だ
が
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

課
で
は
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
、「
薩
摩
川
内
市
が
着
目

し
て
い
る
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
、
賢
い
使
い
方
の

象
徴
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
み
ら
い
の
島
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
が
、
甑

島
と
い
う
限
定
さ
れ
た
地
域
内
で
の
こ
の
持
続
可
能

な
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
様
相
は
、
観
光
振
興

の
面
か
ら
も
大
き
な「
ウ
リ
」に
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。

「
み
ら
い
の
島
・
甑
島
」の 

振
興
と
さ
ら
な
る
未
来
化
！

　

折
し
も
今
年
４
月
、
甑
島
地
域
は
施
行
さ
れ
た
ば

か
り
の『
有
人
国
境
離
島
法
』に
よ
り
、
特
定
有
人
国

境
離
島
地
域
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
た
。

　
「
そ
れ
に
よ
っ
て
、
甑
島
地
域
に
は
各
種
の
地
域

社
会
維
持
推
進
を
目
的
と
す
る
交
付
金
を
い
た
だ
け

甑島に導入されたEVと蓄電池実証設備全景

2020年に完成予定の「藺牟田瀬戸架橋」
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る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
甑
島
は
平
成
27
年
３
月
の

国
定
公
園
指
定
を
前
に
、
甑
島
と
川
内
港
を
結
ぶ
高

速
船『
甑
島
』が
平
成
26
年
４
月
に
就
航
い
た
し
ま
し

た
。
同
時
に
新
幹
線
が
停
車
す
る
川
内
駅
と
川
内
港

を
つ
な
ぐ
国
内
初
の
大
型
電
気
バ
ス
に
よ
る
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
も
運
行
す
る
な
ど
、
観
光
客
誘
致
の
努
力
を

続
け
、
成
果
が
上
が
り
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
の
指
定
で
、
地
域

振
興
に
よ
り
拍
車
が
か
か
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
」（
岩
切
市
長
）

　

甑
島
は
観
光
振
興
と
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
双
方

の
壮
大
な
実
証
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
薩
摩
川
内

市
に
お
け
る
両
事
業
の
行
く
末
を
握
る
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

甑
島
で
は
さ
ら
に
、
合
併
か
ら
２
年
後
の
平
成
18

年
に
開
始
さ
れ
た
、
上
甑
島
と
下
甑
島
を
結
ぶ
長
さ

１
・
５
㎞
の
「
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
」
の
進
捗
が
注
目
さ

れ
る
。

　
「
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
は
、
観
光
振
興
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
合
併
以
降
、
最
大
の
懸
案
の
一
つ
と
し
て

推
進
し
て
き
た
地
域
格
差
の
解
消
と
、
市
民
の
一
体

感
醸
成
の
仕
上
げ
的
な
意
味
で
も
、
非
常
に
重
要
な

事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
平
成
30
年
度
に
完
成
の
予
定
で
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
32
年
度
に
延
長
と
な
っ
た
の
は

残
念
で
す
。
し
か
し
、
平
成
32
年
は
２
０
２
０
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
も
あ
る

と
同
時
に
、
10
月
に
は
第
75
回
『
燃
ゆ
る
感
動
か
ご

し
ま
国
体
』
が
、
薩
摩
川
内
市
な
ど
鹿
児
島
県
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
が
そ
の
と
き

ま
で
に
完
成
し
て
い
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め

た
観
光
需
要
が
新
た
に
掘
り
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
岩
切
市
長
）

　

実
際
問
題
、
豊
か
な
大
自
然
と
深
い
歴
史
に
彩
ら

れ
た
上
甑
島
並
び
に
下
甑
島
が
架
橋
で
結
ば
れ
、
そ

の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で
繊
細
・
華
麗
な
自
然
景
観
の
中

を
、
未
来
的
な
風
貌
の
超
小
型
Ｅ
Ｖ
が
縦
横
に
走
り

回
る
光
景
を
想
い
浮
か
べ
る
だ
け
で
も
、
旅
心
が
い

や
が
上
に
も
刺
激
さ
れ
て
く
る
。

　

真
夏
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
い
て
、
旅

の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
・
10
月
開
催
の
国
体
を
契
機
に
、

鹿
児
島
エ
リ
ア
を
訪
れ
る
国
内
外
の
観
光
客
は
か
な

り
の
数
に
な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
。
そ
ん
な
状
況

下
、
上
甑
島
と
下
甑
島
が
架
橋
で
一
体
的
に
結
ば
れ

る
洋
上
の「
み
ら
い
の
島
・
甑
島
」は
き
っ
と
ツ
ー
リ

ス
ト
た
ち
の
重
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

さ
ら
に「
こ
の
国
体
開
催
に
併
せ
て
、
本
市
で
は
川

内
駅
東
口
前
の
広
大
な
市
有
地
を
活
用
し
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
現
在
、
事

業
者
の
選
定
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
体

ま
で
に
は
ぜ
ひ
完
成
さ
せ
た
い
」と
岩
切
市
長
。

　

ま
た
前
出
の
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
事
業
を
発
展
さ
せ
、

丸
ご
と
一
つ
の
街
を
ス
マ
ー
ト
化
し
、
生
活
展
示
す

る
「
天
辰
地
区
（
川
内
川
の
内
陸
部
沿
岸
地
区
）
ス

マ
ー
ト
モ
デ
ル
街
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
、
国
体
開
催

ま
で
に
は
完
成
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
と
い
う（
平
成

30
年
10
月
か
ら
整
備
開
始
）。
こ
の
事
業
の
行
く
末

も
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
、
お
よ
び

観
光
振
興
の
両
面
か
ら
見
逃
せ
な
い
と
こ
ろ
だ
。

子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い 

「
イ
ク
ボ
ス
の
ま
ち
」

　

さ
て
薩
摩
川
内
市
に
と
っ
て
目
下
最
大
の
懸
案
と

い
え
ば
、
全
国
共
通
の
課
題
で
も
あ
る
人
口
減
少
の

抑
制
へ
の
取
り
組
み
だ
。

毎回1万発以上の花火が打ち上げられる「川内川
花火大会」（8月）

奇岩・断崖の多い甑島を象徴する“名所・ナポレオン岩”
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こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
へ
の
取
り
組
み
や
、
甑
島
の
地
域
振
興
並
び
に

観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み
な
ど
へ
の
動
き
は
、
近
い

将
来
、
雇
用
の
場
の
創
出
に
結
び
付
く
可
能
性
も
高

い
。
ま
た
冒
頭
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
薩
摩
川
内

市
の
産
業
立
地
面
に
お
け
る
優
位
性
は
、
既
に
各
産

業
界
か
ら
の
評
価
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

薩
摩
川
内
市
で
は
そ
う
し
た
雇
用
面
で
の
将
来
性

に
加
え
、
平
成
27
年
度
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」お
よ
び「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定

を
契
機
に
、
各
種
の
子
育
て
支
援
策
も
着
々
と
推
進

し
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
努
め
て
き
た
が
、
今
年
４

月
に
は
、
そ
の
中
心
的
役
割
の
一
翼
を
、
主
に
「
女

性
活
躍
推
進
事
業
」「
少
子
化
対
策
事
業
」
の
側
面
か

ら
担
う「
ひ
と
み
ら
い
政
策
課
」を
新
設
し
た
。

　

こ
の「
ひ
と
み
ら
い
政
策
課
」が
、
初
年
度（
平
成

29
年
度
）
の
女
性
活
躍
推
進
事
業
と
し
て
掲
げ
て
い

る
の
は
「
ひ
と
み
ら
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
市
イ
ク
ボ

ス
宣
言
式（
７
月
）」「
薩
摩
川
内
市
女
性
活
躍
推
進
協

議
会
の
設
置（
８
月
）」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
実
施（
２
講
座
開
催
予
定
）」「
女
性
活

躍
推
進
の
見
え
る
化
（
女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
情

報
発
信
等
の
公
式
サ
イ
ト
に
よ
る
一
元
化
）」「
女
性

活
躍
推
進
に
係
る
優
良
企
業
に
関
す
る
、
住
民
等
へ

の
情
報
発
信
」「
市
・
各
課
主
催
事
業
の
す
べ
て
に
お

い
て
託
児
事
業
を
実
施
（
ひ
と
み
ら
い
政
策
課
で
一

括
計
上
）」な
ど
。

　

中
で
も
７
月
28
日
に
実
施
し
た
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言

式
」
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
で
も
大
き
な
話
題
を

呼
ん
だ
。

　
「
市
役
所
の
会
議
室
に
私
や
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
行
政
機
関
の
長
、
市
役
所
の
す
べ
て
の
部
課
長

な
ど
計
１
２
０
名
が
集
ま
り
ま
し
て
、
イ
ク
ボ
ス
宣

言
を
行
っ
た
わ
け
で
す
。
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
す
る
自

治
体
は
全
国
各
地
で
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
の
宣
言
が
実
は
鹿
児
島
県
内
の
市
町
村
で
は
初

め
て
の
例
だ
と
い
う
の
で
、
新
聞
な
ど
に
も
大
き
く

報
道
さ
れ
た
の
で
す
」（
岩
切
市
長
）

　

市
長
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
管
理
職
が
「
イ
ク

ボ
ス
」
と
な
り
、
市
職
員
の
仕
事
と
子
育
て
、
介

護
、
地
域
活
動
な
ど
と
の
両
立
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
た
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
少
子
化
対
策
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
意
図
す
る
イ
ク
ボ
ス
宣
言
│
│
。

　

女
性
活
躍
社
会
を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
口

減
少
化
抑
制
の
最
大
の
良
薬
と
も
い
う
べ
き
、
子
育

て
世
代
の
誘
致
に
は
ま
さ
に
ピ
ッ
タ
リ
の
施
策
だ
。

　

特
に
男
性
的
な
気
風
の
社
会
風
土
が
、
歴
史
的
に

も
知
ら
れ
る
鹿
児
島
県
内
で
、
薩
摩
川
内
市
が
こ
れ

を
初
め
て
行
っ
た
と
い
う
事
実
と
そ
の
情
報
発
信
力

は
、
イ
ク
メ
ン
志
望
者
が
多
い
と
さ
れ
る
現
代
の
若

い
男
性
の
み
な
ら
ず
、
世
の
女
性
た
ち
に
も
高
い
好

感
度
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
薩
摩
川
内
市
の
合
併
以
来
の
足
跡
と
と
も

に
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
、
創
意

工
夫
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
あ
ら
ま
し
を
、

ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
、
駆
け
足
で
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
上
で
改
め
て
感
じ
る
の
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
と
歴
史
の
深
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
堅
実
な
社
会
風

土
の
健
在
ぶ
り
と
同
時
に
、
新
し
い
試
み
に
次
々

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
そ
の
進
取
の
気
性
の
発
露
ぶ

り
だ
。
そ
の
当
面
の
成
果
が
集
約
し
て
表
れ
る
に
違

い
な
い「
平
成
32
年
の
薩
摩
川
内
市
」の
様
相
が
、
と

て
も
楽
し
み
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日
平
成
29
年
９
月
28
日
）

「イクボス宣言」に大集合した120人。イクボスは市内の民間企業にも増殖中！
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